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周辺建物との調和を
考え軒庇を設置

非常用進入口を
兼ねた屋外バルコニー

色調を合わせて
一体感を持たせた既存庁舎

日差しを遮る庇や
縦ルーバーを設置

信楽焼タイル

　
設
計
コ
ン
セ
プ
ト

　
「
市
民
と
庁
舎
を
繋
ぐ
四
方
正
面
の
庁
舎
」

と
し
て
、「
開
か
れ
た
庁
舎
」、「
つ
ど
い
た
く

な
る
庁
舎
」、「
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
庁
舎
」、

「
街
並
み
に
な
じ
む
庁
舎
」、「
甲
賀
ら
し
い

庁
舎
」
の
５
つ
の
テ
ー
マ
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
設

計
を
行
い
ま
し
た
。

　
基
本
設
計
概
要

①
建
物
概
要

【
建
設
地
】
現
水
口
庁
舎
敷
地
内

【
建
築
面
積
】
５
，２
８
５
㎡（
駐
輪
場
等
含
む
）

【
延
床
面
積
】
１
万
６
，３
３
６
㎡

（
既
存
庁
舎
等
含
む
）

【
階
数
】 

本
館
：
５
階
建（
一
部
屋
上
階
）

別
館（
既
存
庁
舎
活
用
）：
３
階
建

車
庫
・
倉
庫
棟
：
１
階
建

市
で
は
、
建
物
の
耐
震
性
や
老
朽
化
な
ど
様
々
な
課
題
を
抱
え
る
水
口
庁
舎
の
整
備
に
つ
い
て
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
な
ど
で
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
議
会
の
議
論
を
踏
ま
え
、基
本
構
想
に
基
づ
く
「
甲
賀
市
役
所
庁
舎
整
備
基
本
設
計
」

を
作
成
し
ま
し
た
の
で
そ
の
計
画
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
の
基
本
設
計
に
基
づ
き
、
今
年
度
中
に
実
施
設
計
を
完
了
し
、
平
成
27
年
度
か
ら
新
庁
舎
の
建
設
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

【
構
造
】
新
庁
舎
本
館
：
鉄
骨
造　
免
震
構
造

【
高
さ
】
約
24ｍ

②
配
置
計
画

　

新
庁
舎
は
正
方
形
を
基
本
に
、
別
館（
既

存
庁
舎
）と
並
行
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
敷
地
中
央

部
に
配
置
し
ま
す
。
ま
た
、
来
庁
者
の
利
便

性
を
考
え
、
建
物
を
囲
む
よ
う
に
来
庁
者
用

駐
車
場
を
設
け
ま
す
。

③
断
面
計
画

　
建
物
中
央
部
に
吹
抜
を
設
け
、
自
然
採
光

や
自
然
通
風
を
確
保
し
、
明
る
く
開
放
感
の

あ
る
空
間
と
し
ま
す
。

④
環
境
計
画

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

環
境
負
荷
の
低
減
を
図
り
ま
す
。

◦
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

◦
地
中
熱
利
用
空
調

◦
雨
水
利
用

◦
Ｌ
Ｅ
Ｄ
・
高
効
率
照
明

◦
環
境
型（
高
遮
熱
高
断
熱
複
層
）ガ
ラ
ス
な
ど

⑤
防
災
計
画

　
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
維
持
す
る
た

め
免
震
構
造
を
採
用
し
、
大
地
震
に
よ
る
建

物
本
体
の
損
傷
を
防
ぎ
ま
す
。

　
ま
た
、
建
物
３
階
に
災
害
対
策
本
部
室
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
寸
断

時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
と
し
て
自
家
発
電
機

や
非
常
用
給
水
・
排
水
設
備
の
設
置
、
災
害

対
応
型
ガ
ス
バ
ル
ク
な
ど
を
導
入
し
、
最
も

重
要
な
災
害
発
生
後
72
時
間
の
業
務
継
続
力
を

確
保
し
ま
す
。

⑥
階
構
成
・
動
線
計
画

　
市
民
の
利
用
の
多
い
、
窓
口
部
門
を
１・２

階
に
配
置
し
、
中
央
部
に
吹
抜
と
階
段
を
設

け
る
こ
と
で
、
１・２
階
と
の
つ
な
が
り
を
持

た
せ
一
体
的
な
空
間
と
し
ま
す
。
２・３
階
に

別
館
と
の
連
絡
通
路
を
設
け
円
滑
な
利
用
を

可
能
と
し
ま
す
。

⑦
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
計
画

　
み
ん
な
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
、
サ
イ
ン

は
目
的
に
合
わ
せ
「
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム（
絵
文

字
）」
や
「
数
字
・
ふ
り
が
な
・
ロ
ー
マ
字
」

等
を
組
み
合
わ
せ
誰
も
が
わ
か
り
や
す
い
よ

う
に
計
画
し
ま
す
。
多
目
的
ト
イ
レ
は
、
オ

ス
ト
メ
イ
ト（
病
気
な
ど
が
原
因
で
人
工
肛

門
・
ぼ
う
こ
う
を
持
た
れ
て
い
る
方
）対
応
流

し
や
ベッ
ド
、
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
な
ど
を
設
置
し

ま
す
。パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果

●
募
集
期
間　
２
月
３
日（
月
）～
３
月
４
日（
火
）

●
意
見
の
件
数
等　
６
人
、
19
件

市
民
説
明
会
を
開
催

　
３
月
21
日（
金
・
祝
）水
口
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
甲
賀
市
役
所
基
本
設
計（
案
）に
つ
い

て
、
市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
55
人

の
市
民
の
方
々
が

ご
参
加
い
た
だ
き

活
発
な
議
論
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

※�

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
の
詳
し
い
内
容
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

旧
支
所
の
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
老
朽
化
の
著
し
い
甲
賀
大
原
・
信
楽
の
各

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
及
び
甲
南
庁
舎
に
つ
い

て
、
今
年
度
か
ら
順
次
具
体
的
な
整
備
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
甲
賀
大
原

５Ｆ

４Ｆ

３Ｆ ３Ｆ

２Ｆ ２Ｆ

１Ｆ １Ｆ

別館（既存庁舎）

◆階構成及び動線

電気室

連絡通路

連絡通路

新庁舎本館

議会ゾーン

教育委員会ゾーン

危機管理・広報・秘書ゾーン 総務・総合政策部ゾーン

農業委員会・産業経済部ゾーン

市民 ・税 ・ 会計 ・ 福祉・上下水道の窓口ゾーン

人権・環境・上下水道ゾーン建設部ゾーン 会議室

市民交流・情報コーナー

会議室

ランチルーム

議場

議会ゾーン

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

階段

階段

階段

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

▼１階待合ホールイメージパース

≪地元産木材を内装材の一部に活用します≫

▲≪宿場町、城下町の歴史性をモノトーン系の色彩で表現し、和風の軒庇を設け周辺施設と調和を図ります≫　東側外観パース

市
役
所
庁
舎
整
備
基
本
設
計
が
ま
と
ま
る

問い合わせ

庁
舎
整
備
室

☎
6
5‐０
６
６
１
／

6
３‐４
５
６
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　http://www.city.koka.lg.jp

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
平
成
28
年

度
整
備
を
目
途
に
検
討
を
進
め
ま
す
。

倉庫

事務室

会議室等

WC・機械室

共用・階段・EV

議場等

総務部

上部吹抜

上部吹抜

上部吹抜

行政情報
コーナー

階段

文書配達室 印刷室

耐火金庫 相談室

相談室

相談室

相談室

会計課

キッズ
コーナー

上下水道
お客様センター

機械室

機械室 湯沸し

守衛室
時間外窓口

銀行
窓口

伝票室

金庫室

健康福祉部

風除室

風除室

出入口

風除室
作業員
控室

震度計
置場

静養室

エントランスホール

総合案内

相談室

耐火防犯書庫

レセプト保管室 倉庫

風除室

相談室

階段

階段

EV ホール

階段

階段

授乳室湯沸し

女子トイレ

女子トイレ

多目的
トイレ

多目的
トイレ

多目的
トイレ

男子トイレ

男子
トイレ

機械室

機械室

機械室

機械室

機械室

機械室

女子トイレ

男子トイレ

EV

EV

EV EV

市民環境部 待合コーナー

中庭

喫茶コーナー

ホール

備蓄倉庫

物品倉庫
市民交流スペース

東出入口
夜間・休日
通用口

北出入口

西出入口

壁面展示
コーナー

行政情報
案内板

自動
交付機

主出入口

（車いす対応）

中央の待合スペースに吹抜けを
設けて自然採光を取り入れま
す。

大スパンによるフレキシブルな
執務空間

待合ホールに近接してキッズ
コーナーを配置します。

別館（既存庁舎）に階段とエレ
ベーターを新設します。

東西に共用スペースを通して T
字型にカウンターを配置するこ
とで、視認性に優れた待合空間
とします。

別館（既存庁舎）に市民交流スペー
スを設け、市民の活動を支援します。
また喫茶コーナーに面して開放的な
行政情報コーナーを設けます。

別館 ( 既存庁舎 ) に非常食や毛布、
簡易トイレなどを保管し、災害時に
おいて救援物資を速やかに提供でき
る備蓄倉庫を設けます。

ストレッチャーに対応可能なエレ
ベーターの設置（20 人用）管理用
機能として荷物の搬送だけでなく、
通常時は市民が利用でき、効率的な
動線確保を図ります。
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▲１階平面図
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長年にわたり消防団員として地域の防災活動に貢献いただいた95人の方々が退団されました。
ご自身のお仕事を持ちながらの消防団活動、本当にお疲れ様でした。

また、新たに88人の方々が入団されました。今後、地域防災のリーダーとしてのご活躍に期待します。

地域防災の要として活躍
甲賀市消防団の入・退団

退
団
さ
れ
た
方
【々
勤
続
５
年
以
上
の
退
団
者（
平
成
25
年
度
末
現
在
）】

水
口
方
面
隊

元
分
団
長�

藤
村　
和
之

元
分
団
長�

岡
村　
久
悦

元
分
団
長�

保
井　
東
光

元
副
分
団
長�

岡
﨑　
　
豊

元
班
長�

大
原　
和
明

元
班
長�

宮
治
桂
太
郎

元
班
長�

筧　
　
崇
志

元
班
長�

山
中　
　
仁

元
班
長�

岡
村　
健
司

元
班
長�

宮
路　
康
弘

元
班
長�

大
矢　
知
広

元
班
長�

上
西　
幸
弘

元
班
長�

松
本　
克
久

元
班
長�

中
嶋　
久
男

元
班
長�

山
本　
竜
弘

元
団
員�

中
野　
　
健

元
団
員�

武
藤　
直
規

元
団
員�

宿
谷　
弘
昌

元
団
員�

藤
本　
信
行

元
団
員�

嶋
田　
幸
弘

土
山
方
面
隊

元
方
面
隊
長�

土
山　
真
司

元
分
団
長�

前
田　
明
博

元
分
団
長�

前
田　
和
史

元
分
団
長�

中
村　
正
人

元
部
長�

平
子　
稔
洋

元
部
長�

前
田　
　
淳

元
班
長�

橋
本　
久
志

元
班
長�

上
野　
一
也

元
班
長�

船
岡　
靖
大

元
班
長�

藤
本　
　
厚

元
班
長�

谷
口　
　
勝

元
班
長�

河
合　
芳
隆

元
班
長�

安
井　
宣
文

元
班
長�

前
野　
利
成

元
班
長�

辻
林　
伸
貴

元
班
長�

柊
木　
隆
宏

元
団
員�

八
夫　
直
樹

元
団
員�

梅
本　
直
毅

甲
賀
方
面
隊

元
分
団
長�

藤
橋　
勝
則

元
班
長�

谷
口　
隆
一

元
班
長�

中
島　
正
和

元
班
長�

西
山　
功
一

元
班
長�

西
谷　
孝
和

元
班
長�

辻　
　
忠
明

元
班
長�

荒
川　
康
伸

元
班
長�

橋
本　
　
剛

元
班
長�

藤
橋　
　
弘

元
班
長�

立
岡　
宏
規

元
班
長�

辻　
　
仁
史

元
班
長�

立
岡　
督
也

元
班
長�

藪　
　
新
治

元
団
員�

廣
岡　
善
彦

元
団
員�

中
井　
洋
介

元
団
員�

松
浦　
修
次

甲
南
方
面
隊

元
分
団
長�

宝
本　
国
芳

元
班
長�

中
辻　
　
剛

元
班
長�

中
村　
昌
史

元
班
長�

山
際
喜
一
郎

元
班
長�

村
本　
篤
紀

元
班
長�

加
藤　
誠
一

元
団
員�

上
杉　
伸
彦

元
団
員�

田
代　
靖
明

元
団
員�

村
井　
栄
介

元
団
員�

田
中　
英
也

元
団
員�

奥
田　
辰
雅

信
楽
方
面
隊

元
方
面
隊
長�

冨
増　
力
章

元
分
団
長�

小
山　
嘉
孝

元
分
団
長�

髙
畑　
宏
亮

元
副
分
団
長�

鵜
飼　
裕
介

元
部
長�

古
谷　
祐
一

元
部
長�

上
田　
尚
樹

元
部
長�

福
山　
和
則

元
部
長�

服
部　
昇
一

元
班
長�

古
谷　
剛
敏

元
班
長�

中
井　
智
也

元
団
員�

杉
本　
一
史

元
団
員�

大
西　
択
朗

元
団
員�

大
槻　
直
弘

女
性
消
防
隊

元
部
長�

古
谷　
淳
子

元
団
員�

源
野　
　
操

元
団
員�

藤
井
真
知
子

元
団
員�

村
木　
麻
夏

元
団
員�

村
木　
彩
乃

問い合わせ

危
機
管
理
課　
防
災
危
機
管
理
係

☎
6
5‐０
６
6
5

6
３‐４
6
1
9

●災害情報
　甚大な被害が予想される気象情報、地震情報、
土砂災害情報など
●目撃情報
　犯罪情報、ひき逃げ情報など警察からの依頼
情報
●注意報等情報
　食中毒情報、交通事故多発注意報など

　市では、市民の皆さんの安心・安全を守るため「あいこうか緊急メール」により情報配信サー
ビスを行っています。４月から配信システムを更新し、これまでより迅速に配信できるようにな
りました。まだ登録がお済みでない方は、ぜひ配信の登録をお願いします。

「あいこうか緊急メール」の登録について

あいこうか緊急メールによる配信情報の種類登　録　方　法

1空メールを送信
　空メール送信アドレス：
　touroku@koka-city.jp
※�右記のＱＲコードからもアクセス可。
2ＵＲＬ入りメールを受信
　配信希望を登録するためのURL 入りのメール
（配信元アドレス：access@koka-city.jp）が返
信されてくるので、そこにアクセス。
3登録用ホームページで
　配信希望の情報を登録
　希望する配信の情報を選択し「次へ」を選択。
内容がよろしければ「登録」を選択。
4登録完了メールを受信
　「メール配信登録完了」のメールが送信されて
くると、登録完了。

問
い
合
わ
せ

危機管理課　防災危機管理係
☎ 65‐0665／ 63‐4619

　市内在住の酒
さか

巻
ま き

昌
しょう

市
い ち

氏が４月３日、200 万円をご寄
付くださいました。
　希望ヶ丘小学校が今年、創立 30周年を迎えるのを
機に、子どもたちの教育環境の充実に役立ててほしい
というご意向でお寄せいただいたものです。
　目録を受けた中嶋市長は、市議会議員や地元区長を
歴任され地域振興にご尽力いただいていることと合わ
せ、酒巻氏へ感謝の気持ちを述べるとともに、感謝状
を贈呈しました。

　ご寄付いただいたご浄財は、大切に活用させていた
だきます。

▲酒巻氏から目録を受ける中嶋市長

希望ヶ丘小学校の教育環境の充実にとご寄付

「
甲
賀
市
子
ど
も
の

い
じ
め
防
止
条
例
」を
制
定

　
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
人
の
人
間
と
し
て
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
り
、
次
代

を
担
う
甲
賀
の
大
切
な
宝
で
す
。

　
市
で
は
、昨
年
９
月
に
施
行
さ
れ
た「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」に
基
づ
き
、い
じ
め
を
防
ぎ
、

子
ど
も
の
尊
厳
を
守
る
た
め
「
甲
賀
市
子
ど
も
の
い
じ
め
防
止
条
例
」
を
制
定
し
、
4
月
1
日

か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
が
安
心
し
て
生
活
し
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
市
、
学
校
、
保
護

者
お
よ
び
市
民
な
ど
が
連
携
し
、
社
会
全
体
で
い
じ
め
の
な
い
ま
ち
の
実
現
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

い
じ
め
の
防
止・早
期
発
見・

早
期
対
応
へ
向
け
た
市
の

取
り
組
み

●�

い
じ
め
防
止
に
向
け
た
基
本
的

な
方
向
を
示
す
「
基
本
方
針
」

を
策
定
し
ま
す

●�

い
じ
め
防
止
な
ど
に
関
係
す
る

機
関
や
関
係
団
体
と
連
絡
協
議

会
を
設
置
し
連
携
を
図
り
ま
す

●�

い
じ
め
に
か
か
る
重
大
事
態
が

生
じ
た
場
合
に
は
、
第
三
者
機

関
を
設
置
し
て
調
査
、
対
応
を

行
い
ま
す

　

子
ど
も
の
気
に
な
る
行
動
や

変
化
な
ど
に
気
付
い
た
と
き
は
、

ま
ず
、
学
校
や
教
育
委
員
会
へ

ご
一
報
く
だ
さ
い

問い合わせ

学
校
教
育
課　
指
導
教
職
員
係

☎
８
６‐８
０
２
０
／

８
６‐８
３
８
０

い
じ
め
を
許
さ
な
い

※�

「
甲
賀
市
子
ど
も
の
い
じ
め
防
止
条
例
」は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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応募資格
●市内在住の２０歳以上の人
●�平成２６年度に甲賀市が委嘱する他の委員を３つ以
上兼ねていない人

●�国際化推進計画の検証に、積極的に参画いただけ
る熱意のある人

募集人数 　２人程度

任　期 　委嘱を受けた日～平成２７年３月３１日

会　議
●年４回程度予定（夜間、休日等の場合あり）
●国際化推進計画の内容を検証し、改訂の素案づくり

補償制度の対象となる活動は
　活動場所が市内にあり、５人以上の共通の目的を持っ
た市民による継続的・計画的な活動が対象となります。
　ただし、政治、宗教、営利を目的とした活動や企業
活動として活動する会社、事業所内の団体による活動、
報酬等が出ている場合は対象となりません。

補償内容は
＜賠償責任保険＞
　市民活動団体が活動中に管理監督者などの過失によ
り、参加者や第三者が負傷した場合や、財物に損害を
与え法律上の損害賠償を負った場合

＜傷害保険＞
　市民活動団体の指導者、ボランティアまたは各種事
業の参加者などが活動中に急激かつ偶然な外来の事故
によって、死亡したり、後遺障害を被ったり、または入
院、通院による治療を要する怪我をした場合

市内の市民活動をサポート

この制度は、区・自治会や自治振興会、NPO、ボランティア団体などの
市民活動中の事故を市が補償するものです。

対象とならない主な事故
◦�指導者や参加者の故意による事故・地震や洪水など
の自然災害による事故
◦戦争、変乱、暴動、騒じょう、労働争議による事故
◦無資格運転や酒酔い運転
◦�スポーツを行うことを目的とした団体の競技者が行う
スポーツ活動
◦�山岳登はん、スカイダイビング、ハンググライダー
搭乗など危険を伴うスポーツでの事故
◦�施設の管理瑕疵による事故、参加者本人または親族
が所有する自動車などによる事故
◦脳疾患、疾病、心神喪失などの内的要因による事故
◦�けんかや自殺行為、犯罪行為による傷害および他覚
的症状のないむち打ち症や腰痛

活動届の提出
　団体を所管する市の担当課に、「市民活動団体活動
届」をご提出ください。

事故が発生したら
　市民活動団体の代表者などは、市民活動中に事故
が発生した場合、必ず２週間以内に、その活動に関係
する担当課などへ連絡し、「事故発生報告書」を提出し
てください。

市民活動総合補償制度

区　分 補償限度額

対 人 賠 償 １名　　6,000 万円
１事故　2億円

財 物 賠 償 １事故　100万円
保管物賠償 １事故　100万円

１事故につき、2万円は免責で自己負担

区　分 給付限度額
死　　亡 １名　50万円
後遺障害 １名　1万 5,000 円～ 50万円
入　　院 １名　1日2,000 円（180日限度）
通　　院 １名　1日1,000 円（90日限度）

入院・通院補償金は、事故日より合算して180日が限度

問
い
合
わ
せ

地域コミュニティ推進室　地域コミュニティ推進係
☎ 65‐0687／ 63‐4554

　
平
成
26
年
６
月
22
日
執
行
の
甲
賀
市
農
業

委
員
会
委
員一般
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
立
候
補
を
予
定
し
て

い
る
人
、
ま
た
は
そ
の
代
理
の
人
は
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。

■
期
日
／
５
月
22
日（
木
）10
時
～

■
場
所
／
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー　
ホ
ー
ル

■
選
挙
区
お
よ
び
委
員
定
数
／

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
５
選
挙
区
で
行

い
ま
す
。
委
員
定
数
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
立
候
補
受
付

◦
期
日
／
６
月
15
日（
日
）８
時
30
分
～
17
時

※�

受
付
場
所
に
つ
い
て
は
6
月
1
日
号
に

掲
載
し
ま
す
。

甲
賀
市
農
業
委
員
会
委

員
一般
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

問い合わせ

甲
賀
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
６
３‐０
６
６
７
／

６
３‐４
５
６
１

応募方法
◦�所定の応募用紙および作文を郵送等で地域コミュ
ニティ推進室へ提出
◦�作文のテーマは「国際化推進のまち実現のために
自分ができること」を４００字程度。

※�応募用紙は、市ホームページからダウンロードするか地
域コミュニティ推進室に設置しています。

選考方法 　書類選考

受付期限 　５月１６日（金）
　　　　　　　※市役所地域コミュニティ推進室必着

甲賀市国際化推進委員会委員を募集
　日本人も外国人も地域社会の安全を守り発展を担っていく大切なパートナーとしてお互いを認め
合う社会をつくるため、平成２２年５月に定めた甲賀市国際化推進計画が今年度完了することから、
本計画の内容を検証し、改訂の素案づくりに参画いただける委員を募集します。

　市では、広告看板などの屋外広告物について、地域の特性を踏まえ良好な景観形成の誘導を図るとと
もに、広告物件などによる公衆に対する危害を防止することを目的に甲賀市屋外広告物条例の制定を検
討しています。
　このたび、条例素案について広く市民の皆さんからご意見を募集し、条例制定の参考にさせていただ
きます。

ご意見を募集します

甲賀市屋外広告物条例（素案）

�募集期間
　５月１日（木）～ 30日（金）
 閲覧場所
　◦市ホームページでの閲覧
　◦�都市計画課、旧支所である土山地域市民センター、

甲賀大原地域市民センター、甲南第一地域市民セ
ンター、信楽地域市民センターでの閲覧　【月曜日
～金曜日（祝日を除く）８時30分～17時15分】

 意見を提出できる方
　当該条例（素案）に関し、意見などを提出する意思
を有する個人、法人その他の団体

 意見の提出方法
　住所、氏名、電話番号、意見のあるページ番号な
どを記入し、直接提出いただくか、郵送（５月30日
必着）、Fax、Ｅメールで提出してください。

 意見の回答について
　ご意見いただきました内容は、回答と併せて、市
ホームページで公表します。

提
出
先・問
い
合
わ
せ

都市計画課（水口庁舎２階）
〒528-8502　水口町水口6053番地
☎ 65-0719 ／ 63-4601
Eメール　koka10401000@city.koka.lg.jp

提
出
先・問
い
合
わ
せ

地域コミュニティ推進室　交流推進係
〒528-8502　水口町水口6053番地
☎ 65‐0687／ 63‐4554
Eメール　koka10044000@city.koka.lg.jp

選挙区 区　域 委員定数

第１区 水口町 ８人

第２区 土山町 ４人

第３区 甲賀町 ８人

第４区 甲南町 ５人

第５区 信楽町 ５人
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問
い
合
わ
せ

保険年金課　後期高齢者医療係
☎ 65‐0689／ 63‐4618

■ 平成２６年８月２日以降に６５歳の誕生日を迎える
方（市県民税非課税世帯に属する方）
　６５歳の誕生月の翌月から医療費の窓口負担が２割
となります。
　６５歳から６９歳の方の窓口負担は、法律上３割と
なっていますが、市県民税非課税世帯に属する方に
ついては、福祉医療費助成制度により、２割を助成し、
窓口負担を１割に軽減していました。平成２６年４月１
日から７０歳以上の方の窓口負担が２割に変更される
ことに合わせ、福祉医療費助成制度による１割助成を
実施することから、対象者の窓口負担は平成２６年８
月１日から２割に変更になります。

■ 平成２６年８月１日までに６５歳の誕生日を迎えた
方（市県民税非課税世帯に属する方）
　平成２６年８月以降も医療費の窓口負担は１割のま
ま変わりません。

■市県民税非課税世帯に属する７０歳以上の方
　平成２６年８月１日以降医療費の窓口負担は１割とな
ります。
　平成２６年４月から７０歳以上の方の窓口負担が２割
に変更されることから、市県民税非課税世帯に属する
７０歳以上の方を福祉医療費助成制度の対象に加え、
窓口負担を１割のままとすることになりました。
※�平成２６年４月１日までに７０歳の誕生日を迎えてお
り、国の特例措置の対象として１割負担が継続され
る方は、この福祉医療費助成制度の対象とはなり
ません。
※�７０歳の誕生日の前日（６９歳時点）で老人福祉医療
費の助成を受けていた方については、４月から７月
の期間経過措置があります。

助成対象年齢を６５歳から７４歳までの１０年間に拡大します。
これまで６５歳から５年間助成していたものをさらに５年拡大し７４歳までとします。

老人福祉医療費助成制度が変わります
～いつまでも安心して医療を受けていただくために～

一定の所得がある方はこれまでどおり３割負担です。

　子どもが成長するにつれ、母親同士の出会い、つな
がり、交流できる場が少なくなりますが、子どもの成
長と共に子育ての悩みはつきません。そこで、もう一
度、希薄になる母親同士の出会い、つながる、交流で
きる場をつくります。子育ての悩みを解消、母親自身
の学びや楽しみの時間を共有しましょう。全４回、市と
チアーズステーションの協働事業です。

　

　第２回は、７月１日（火）に「交流会」、第３回は、１０月
３１日（金）に「スタイルエクサ」、第４回は、１２月１３日（土）
に「クリスマスミニジャズコンサート」を開催予定です。
ぜひご参加ください。

健やかな成長を願って こんにちは赤ちゃん事業
　市では、おおむね生後３か月のお子さんがおられるすべての家庭を訪
問し、地域で安心して楽しく子育てしていただけるように、「こんにちは
赤ちゃん事業」を実施しています。
　地元の民生委員児童委員（主任児童委員）（※）が訪問し、「おめでとう」
の気持ちとともに、お子さんの健やかな成長を願って子育てに役立つ情
報などをお届けしています。
　訪問日程は右記のとおりです。事前に電話などで連絡し、ご都合のよ
い日にお伺いします。なお、里帰り出産などで長期不在になる場合は、
日程を変更して訪問します。
※�民生委員児童委員（主任児童委員）の皆さんは、厚生労働大臣の委嘱を受け、日頃から
地域の皆さんの相談に応じ、地域の福祉活動に取り組んでいただいています。

訪　問　月 訪問対象児（誕生月）
平成 26 年　5 月 平成 26 年　2 月生
平成 26 年　6 月 平成 26 年　3 月生
平成 26 年　7 月 平成 26 年　4 月生
平成 26 年　8 月 平成 26 年　5 月生
平成 26 年　9 月 平成 26 年　6 月生
平成 26 年 10 月 平成 26 年　7 月生
平成 26 年 11 月 平成 26 年　8 月生
平成 26 年 12 月 平成 26 年　9 月生
平成 27 年　1 月 平成 26 年 10 月生
平成 27 年　2 月 平成 26 年 11 月生
平成 27 年　3 月 平成 26 年 12 月生

問
い
合
わ
せ

こども応援課　家庭児童相談室
☎ 65‐0660／ 63‐4085

TUNAGARU（つながる）会
学齢期の母親サポート事業

第１回「子育ち講座」
■日時　５月３１日（土）　１０時～１５時１５分
■場所　共同福祉施設教養文化室（サントピア水口）
■講師　中島みちる氏（第１～３部）
　　　　藤岡いづみ氏（第２部）
■対象　小学生のお子さんを持つ母親、父親

●第１部　１０時３０分～１１時４５分
「心と脳の発達～子どもが生き生きとのびる！ほ
め方、しかり方～」　参加費３００円

●第２部　１２時～１３時４５分
「成長期の食、思春期の食」　参加費７００円

●第３部　１４時～１５時１５分
「勝負脳について」　参加費３００円
一日券１，２００円もあります。

■申込期限　５月２６日（月）

問
い
合
わ
せ

こども応援課　児童家庭支援係
☎ 65‐0705／ 63‐4085

　日に日に成長していく子どもの姿に喜んだり、驚い
たり、時には心配したり、子育て中の方は忙しくお過ご
しのことと思います。
　経済的なことや自身の体調がすぐれない、夫婦間の
悩みなど、子育てを楽しむ気になれないこともあるか
もしれません。
　そんな時、ひとりで悩まずご相談ください。
◆�家庭児童相談室では、18歳までの子育てに関する
相談をお受けします。
　相談日：月～金曜日　８時３０分～１７時１５分
ご相談に応じて下記のようなサービスをご紹介します。

　詳しい事業内容については、お気軽にお問い合わせ
ください。

子育て楽しんでますか？

問
い
合
わ
せ

こども応援課　家庭児童相談室
☎ 65‐0660／ 63‐4085

そのいっぽ　みらいにつづく　ゆめのみち
（平成26年度児童福祉週間標語）

　５月５日～11日は児童福祉週間です。
　「児童福祉週間」とは、子どもや家庭、子ども
の健やかな成長について国民全体で考えることを
目的として定めた、毎年５月５日の「こどもの日」
から１週間のことです。

○ファミリーサポートセンター事業
○ひとり親家庭家事援助派遣事業
○一時預かり保育事業
○病後児保育事業
○産じょく期ヘルパー
○育児支援家庭訪問事業� など

子
育
て
を
応
援
す
る
サ
ー
ビ
ス

「
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
」と
は
？

　
「
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
自
宅
に
い

な
が
ら
テ
レ
ビ
画
面
上
の
簡
単
な
リ
モ
コ
ン

操
作
を
す
る
こ
と
で
買
い
物
が
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

　
使
い
方
は
、
お
店
や
商
品
を
選
び
、
商
店

か
ら
の
電
話
確
認（
誤
発
注
を
防
ぐ
た
め
）を

受
け
れ
ば
注
文
が
確
定
さ
れ
、
各
ご
家
庭
に

配
送
さ
れ
ま
す
。

（
※
代
金
は
お
客
様
と
商
店
で
直
接
お
取
引
と
な
り
ま
す
）

信
楽
地
域
で
サ
ー
ビ
ス
開
始

　
信
楽
商
店
協
同
組
合
様
が
４
月
、
本
サ
ー

ビ
ス
に
登
録
さ
れ
、
信
楽
地
域
で
の
利
用
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
同
地
域
に
お
住

ま
い
の
皆
さ
ん
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
他
の
地
域
の
光
テ
レ
ビ
ご
加
入
の

皆
さ
ん
も
、
買
い
物
は
で
き
ま
せ
ん
が
買
い

物
画
面
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　
今
後
、
利
用
範
囲
の
拡
大
や
登
録
出
店
者

の
募
集
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

光
テ
レ
ビ
で
自
宅
か
ら
お
買
い
物

「
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
信
楽
地
域
で
開
始

―
地
域
情
報
化
基
盤
整
備
事
業
―

　
「
遠
く
ま
で
買
い
物
に
行
く
の
が
大
変
」「
子
育
て
中
で
な
か
な
か

外
出
で
き
な
い
」
こ
ん
な
方
に
大
変
便
利
な
「
買
い
物
支
援
サ
ー

ビ
ス
」。
こ
の
春
、
あ
い
コ
ム
こ
う
か
が
お
届
け
し
て
い
る
光
テ
レ

ビ
の
サ
ー
ビ
ス
の一つ
と
し
て
信
楽
地
域
で
始
ま
り
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
く
に
は

1 
あ
い
コ
ム
こ
う
か
光
テ
レ
ビ
に
ご
加
入

く
だ
さ
い（
有
料
）

2 

「
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い（
無
料
）

3 

テ
レ
ビ
の
メ
ニ
ュ
ー
画
面
か
ら
「
買
い

物
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
を
ご
選
択
く
だ

さ
い

※
注　

�

セ
ッ
ト
ト
ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス
が
設
置

さ
れ
た
テ
レ
ビ
か
ら
の
み
ご
利

用
可
能
で
す
。

問い合わせ・申し込み

株
式
会
社　
あ
い
コ
ム
こ
う
か

☎
0
1
2
0‐0
0‐6
5
6
0（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

（
受
付
時
間
９
時
～
18
時
土
日
祝
も
可
）

☎
６
６‐０
７
５
２
／
０
５
０‐５
８
３
３‐０
４
０
８

情
報
基
盤
整
備
推
進
室

（
情
報
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て
の
ご
質
問
）

☎
６
６‐１
１
９
３
／

６
６‐１
５
６
４

8平成 26年 5月1日9 平成 26年 5月1日



地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

vol.15

　
毎
月
第
４
水
曜
日
の
午
前
中
、
未
就
学
園

児
と
そ
の
保
護
者
や
子
育
て
に
興
味
の
あ
る

方
を
対
象
に
、「
の
じ
り
ち
び
っ
こ
広
場
」が

野
尻
区
公
民
館
で
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
か
ら
譲
り
受
け
た
遊
具
を

使
っ
て
自
由
に
遊
ん
だ
り
、
た
く
さ
ん
の
お

友
達
と
集
団
で
遊
ぶ
体
験
を
広
げ
る
ほ
か
、

お
母
さ
ん
同
士
も
困
っ
た
こ
と
や
楽
し
か
っ

た
こ
と
な
ど
を
話
し
な
が
ら
、
情
報
交
換
や

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
場
と
し
て
、
地
域
を
限
定

せ
ず
広
く
市
内
か
ら
も
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

開
設
さ
れ
て
い
る「
の
じ
り
ち
び
っ
こ
広

場
」で
は
、
親
子
が
心
お
き
な
く
集
ま
り
、

み
ん
な
で
子
育
て
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
で
豊
か
に

育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
上
旬
、「
お
は
よ
う
ご
さ
い
ま
す
」と
元
気
な
声
。

　
猪
鼻
か
ら
川
西
地
先
ま
で
の
区
間
、
県
道
鮎
河
猪
鼻
線

は
落
石
や
車
の
交
通
量
増
加
な
ど
の
危
険
が
あ
っ
た
た

め
、
今
ま
で
山
内
小
学
校
へ
通
う
猪
鼻
地
先
の
子
供
た
ち

は
バ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
３
月
末
、
地
域
の
要
望
が
実
を
結
び
、
県
道
に

歩
道
と
落
石
防
護
柵
が
整
備
さ
れ
、
徒
歩
で
通
学
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、に
ぎ
や
か
に
登
下
校
す
る
子
ど
も
た
ち
の
声
が
、

地
域
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
古
城
山
を
き
れ
い
に

●
水
口
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
水
口
宿
を
よ
く
す
る
会
・
一
般
社
団
法

人
水
口
岡
山
城
の
会
・
み
な
く
ち
自
治
振

興
会
の
3
団
体
協
働
に
よ
る
古
城
山
の

清
掃
活
動
が
4
月
10
日
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
古
城
山
を
昔
の
よ

う
に
気
軽
に
登
れ
る
山
に
戻
し
、
幅
広

い
世
代
が
交
流
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド
に
」

を
合
言
葉
に
、
約
30
人
の
参
加
者
が
草

刈
り
や
ゴ
ミ
拾
い
に
汗
を
流
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
後
も
多
く
の
方
に
古
城
山
を
自
然
・

環
境・歴
史
の
学
習
の
場
と
し
て
、
ま
た
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
健
康
づ
く
り
、

ふ
れ
あ
い
や
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「行ってきます」
徒歩通学が可能に

●山内地域市民センター

春のおもてなし

　
信
楽
地
域
は
、
古
い
佇
ま
い
の
町
中
に
点
在
す
る
窯
元
、
入
り
組

ん
だ
小
道
、
無
造
作
に
置
か
れ
た
陶
器
、
登
り
窯
や
煙
突
な
ど
、
焼

き
も
の
の
町
な
ら
で
は
の
風
景
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
４
月
11
日
か
ら
13
日
に
、「
ぶ
ら
り
窯
元
め
ぐ
り
」が
催
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
行
わ
れ
た
信
楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭
で
出
迎
え
た
表
情
豊
か

な
た
ぬ
き
た
ち
が
、
今
年
も
あ
ち
こ
ち
で
、
散
策
め
ぐ
り
に
訪
れ
た

人
々
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
も
、
い
ろ
い
ろ
な
表
情
の
た

ぬ
き
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
４
月
５
日
か
ら
５
月
11
日
に
は
、「
春
の
信
楽
･
ア
ー
ト

な
歩
き
方
２
０
１
４
」が
、
若
葉
鮮
や
か
な
信
楽
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
ク
ラ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
、
特
別
な
お
も
て

な
し
を
さ
れ
ま
す
。

　
自
然
豊
か
な
信
楽
の
町
中
を
ぶ
ら
り
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
の
じ
り
ち
び
っ
こ
広
場
」で
楽
し
い
子
育
て

●
甲
南
中
部
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

●信楽地域市民センター

▲整備された歩道を安全に通学

▶
み
ん
な
で
仲
良
く

　
あ
そ
ぼ
う
ね

　
水
口
岡
山
城
は
、
天
正
13
年（
１
５
８
５
）

に
豊
臣
秀
吉
の
命
を
受
け
た
中
村一氏
に
よ
っ

て
築
城
さ
れ
た
山
城
で
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
昨
年
10
月
か
ら
本
年

３
月
ま
で
第
二
次
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
平
成
24
年
度
に
実
施
し
た
第一次
発
掘
調

査
で
は
大
手
の
枡ま

す

形が
た

虎こ

口ぐ
ち

な
ど
で
意
図
的
に

崩
さ
れ
た
石
垣
を
確
認
し
た
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
想
定
よ
り
も
石
垣
が
多
用
さ
れ

て
い
た
可
能
性
が
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
調

査
成
果
を
受
け
、
平
成
25
年
度
は
主
郭
部（
通

称
本
丸
）東
端
部
の
南
側
斜
面
を
調
査
対
象

と
し
ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
調
査
箇
所
の
周
辺
は
斜
面

を
上
段
と
下
段
の
二
段
構
造
と
し
、
上
段
は

高
石
垣
、
下
段
は
腰
巻
石
垣（
斜
面
の
裾
部

分
の
み
の
低
い
石
垣
）に
よ
っ
て
構
築
し
、
上

段
と
下
段
で
石
垣
の
築
き
方
を
使
い
分
け
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
上
段
の
高
石
垣
は
、
豊
臣
秀
吉
が
築
城
し

た
大
坂
城
の
石
垣
に
匹
敵
す
る
高
さ
８
～
９

メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
ま
す

が
、
徹
底
的
に
崩
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

水
口
岡
山
城
は
慶
長
５
年（
１
６
０
０
）、

関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
に
廃
城
と
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、
水
口
は
徳
川
直
轄
地
と
な
り
、
豊

臣
方
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
城
は
破
城
さ
れ
、

そ
の
際
に
石
垣
も
崩
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

調
査
成
果
に
つ
い
て
は
、
３
月
９
日
に

現
地
説
明
会
を
実
施
し
、
市
民
を
中
心
に

２
１
０
人
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
水
口
岡
山
城
跡
の
発
掘
調
査
は
今
後
も
継

続
し
て
実
施
し
、
今
年
は
主
郭
部
の
調
査
に

着
手
し
ま
す
。

甲
賀
の
文
化
財

水
口
岡
山
城
跡
第
二
次
発
掘
調
査

問い合わせ

歴
史
文
化
財
課

☎
８
６‐８
０
２
６
／

８
６‐８
２
１
６

▲破城によって崩された石垣

セーフコミュニティ事前審査の実施について
　本市は、平成24年７月の取り組
み開始宣言以降、市民や関係機関
などの協働のもと、外傷（事故やけ
が）を効果的に予防し、地域の安全
性を向上させる世界基準の取り組み
「セーフコミュニティ」の認証取得を
目指し取り組みを進めてきました。
　そこで、これまでのセーフコミュ
ニティ活動について中間報告を行
い、海外の審査員から今後の活動展
開に向けて指導助言をいただく機会
として、５月22日・23日に「セーフ
コミュニティ事前審査」を受けます。
　より多くの皆さんにセーフコミュ
ニティへの関心を深めていただける
よう、事前審査は一般公開していま
すので、ぜひ会場へお越しください。

■日　　時　５月22日（木）・23日（金）
■会　　場　①：碧水ホール、②：あいこうか市民ホール展示室
■主な内容　テーマ別対策委員会などの取り組み状況についての報告と評価
■審査日程　（　）内の番号は会場です。
《５月22日（木）》
��9:15 ～���9:45　全体説明（①）
10:00 ～ 10:45　外傷サーベイランス委員会の報告（①）
11:05 ～ 11:50　自殺対策委員会の報告（②）
13:30 ～ 14:15　交通安全対策委員会の報告（①）
16:00 ～ 16:45　高齢者の安全対策委員会の報告（②）

《５月23日（金）》
��9:15 ～ 10:00　子どもの安全対策委員会の報告（②）
13:45 ～ 14:30　災害対策委員会の報告（②）
16:00 ～ 16:30　全体講評（①）

※上記日程は、審査の都合上、変更になる場合があります。

問
い
合
わ
せ

危機管理課　セーフコミュニティ推進室
☎ 65‐0665／ 63‐4619

▲古城山頂の清掃活動

▲登り窯を見学する観光客
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で あ い こ う か

D E A I � K O K A

蛾
が

に魅せられて

山
や ま

崎
ざ き

 賢
け ん

治
じ

さん

■なぜ蛾の研究を始められたのですか？
　日本国内には、蝶が 250種あまり分布しています
が、同じ鱗

りん

翅
し

目に属する蛾は3000 種以上に及びま
す。一般的には敬遠されがちですが、まだ調査研究
の余地があり新たな種類や未知の部分が見つけられ
るかもしれない�―�そんな蛾の奥深さに魅力を感じ
研究を始めました。

■どのようなことを調べてこられたのですか？
　主に鈴鹿山脈の滋賀県側で蛾の分布状態を調べ
てきました。これまでに採集した標本は、850 種
1000 体以上になります。それらの大半は、みなく
ち子どもの森へ寄託して保管、活用してもらってい
ます。

■研究を通じて感じていることは？
　３年ほど前、九州南部や沖縄地方に生息する蛾を
自宅付近で発見し、目を疑うほどびっくりしました。
地球温暖化の影響ではないかと思います。蛾の研究
を通じて環境の変化を感じています。

■これからの活動は？
　子どもが自然の中で動植物と触れ合う機会が減っ
ています。ボランティアとして子どもたちの自然観察
などを手伝っていければと思っています。

　今では昔のように標本採集に走り回るエネルギー
はないとおっしゃる山崎さん。でも車のトランクには、
いつでも虫取り網が乗せてあるそうです。蛾への情
熱が冷めることはありません。

　山崎さんは蛾を研究して 40 年。
採集された標本の中には、現在、滋
賀県のレッドデータブックに掲載され
ている「ウスイロキシタバ」など貴
重な資料も含まれます。水口町のご
自宅を訪ね、蛾にかける思いをお聴
きしました。

ピンク色に染まった日差しの中で

鮎河小学校お花見給食

　市内の代表的な桜の名所、うぐい川河畔で4月10
日、地元の鮎河小学校全校児童 20人が、「お花見給
食」を楽しみました。
　同校の卒業記念などにより植樹されてきた200 本
余りの桜は、地域ぐるみの世話が行き届き、満開の下
で給食の時間を過ごすのは同校の恒例行事となってい
ます。
　児童たちは、ピ
ンク色に染まった
日差しの中で、赤
飯や桜かまぼこの
すまし汁など、お
花見にぴったりの
特別メニューに舌
鼓を打っていまし
た。

消防団活動の基礎を学ぶ

消防団初任者研修

　消防団初任者研修が４月12日、13日の両日、甲
賀消防本部などで行われ、新規入団者ら115人が消
防団活動の基礎的な知識や、ポンプ操作、救命法な
どの実技を学びました。
　初めは不慣れな動作に戸惑っていた受講生も、消
防署員や先輩団員から指導を受けながら真剣に練習を
繰り返していました。
　今後は、それぞれが所属する班で地域防災の要とし
て献身的な活動を行っていただきます。

ポンプ操作の基本を指導▼

◀
お
花
見
給
食
を
楽
し
む
鮎
河
小
児
童

旧
甲
賀
病
院
に
思
い
を
馳
せ
て

公
立
甲
賀
病
院
さ
く
ら
祭
り

　
昨
年
、
水
口
町
松
尾
地
先
に
新
築
移
転
し
、
現
在
は
閉
鎖

さ
れ
て
い
る
旧
甲
賀
病
院
の
正
面
駐
車
場
が
1
日
限
定
で
解
放

さ
れ
、
甲
賀
病
院
さ
く
ら
祭
り
が
4
月
5
日
、
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
長
年
に
わ
た
り
地
域
住
民
の
医
療
と
健
康
を
支
え
て
き
た

旧
病
院
と
地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
桜
に
思
い
を
馳
せ

よ
う
と
、
同
病
院
に
勤
務
す
る
5
人
の
若
手
職
員
の
発
案
で
、

医
師
、
看
護
ス
タ
ッ
フ
、
事
務
職
員
な
ど
職
種
の
枠
を
超
え
た

1
4
4
人
の
賛
同
者
が
集
ま
り
、
実
行
委
員
会
に
よ
る
手
作

り
で
準
備
が
進
め
ら

れ
、
こ
の
日
の
開
催

を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
満
開
に

咲
き
誇
っ
た
桜
の
下
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

や
模
擬
店
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
も

開
催
さ
れ
、
旧
病
院

は
久
し
ぶ
り
に
多
く

の
来
訪
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

▲歌とダンスで新入生を歓迎

小
さ
な
小
学
校
に
大
き
な
希
望
を
抱
い
て

多
羅
尾
小
学
校
入
学
式

　
市
内
の
小
学
校
で
4
月
8
日
、
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
多
羅
尾
小
学
校
で
は
、
他
の
通
学
区
か
ら
小
規
模

校
に
通
う
こ
と
が
で
き
る
「
特
認
校
制
度
」
を
利
用
し
、
福ふ

く

西に
し

顕け
ん

正し
ょ
う

さ
ん
が
新一年
生
に
加
わ
り
ま
し
た
。　

　
昨
年
行
わ
れ
た
見
学
会
に
参
加
し
て
多
羅
尾
小
学
校
が
気

に
入
り
、
ぜ
ひ
入
学
し
た
い
と
の
思
い
が
叶
っ
た
顕
正
さ
ん
は
、

自
分
の
氏
名
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
と
、
元
気
に
「
は
い
」
と
返

事
を
し
、
出
席
者
か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉
に
対
し
て
は
「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
大
き
な
声
で
お
礼
を
言
っ
て
い
ま
し

た
。
出
席
者
ら
は
、
初
々
し
い
姿
に
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
8
人
の
在
校
生
は
、
伝
統
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
で
培
っ
た

歌
と
ダ
ン
ス
を
披
露

し
、
新
入
生
を
歓
迎

し
ま
し
た
。

　
総
勢
9
人
に
よ
る

オ
ペ
レ
ッ
タ
を
見
ら

れ
る
日
が
今
か
ら
待

ち
望
ま
れ
ま
す
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式

　
4
月
6
日
か
ら
始
ま
る
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
式
が
、
市
内
の
量
販
店
駐
車
場
で
4
月
4
日
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
甲
賀
警
察
署
管
内
で
は
今
年
に
入
り
、
交
通
死
亡
事
故
多

発
警
報
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
事
故
が
相
次
ぎ
、
既
に
7
名
が

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
挨
拶
に
立
っ
た
村む

ら

井い

署
長
は
「
事
故
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。
こ
の
運
動
を
機
会

に
地
域
の
方
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
て
い
き
た
い
」
と
、
交

通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
へ

向
け
た
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
参
加
者

全
員
が
、「
交
通
安

全
か
く
に
ん
じ
ゃ
」

の
掛
け
声
を
高
ら
か

に
上
げ
、
買
物
客
や

通
行
車
両
へ
交
通
安

全
の
徹
底
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

▲死亡事故ゼロを目指した啓発活動

▲賑わいをみせた旧甲賀病院と満開の桜
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情報のまど
information

情報のまど
information

多
羅
尾
の
寺
小
屋　
　
　
　
　
　
　
　

多
羅
尾
の
歴
史
を
学
び
ま
す

日
時

＊＊＊

／
６
月
１
日（
日
）９
時
～
12
時
30
分

場
所

＊＊＊

／
多
羅
尾
公
民
館
集
合　
多
羅
尾
代
官

屋
敷
跡
～
御
斎
の
杜

内
容

＊＊＊

／
多
羅
尾
の
歴
史

定
員

＊＊＊

／
先
着
20
人
・
市
内
在
住
、
在
勤
の
方

参
加
費

＊＊＊

／
無
料（
弁
当
代
５
０
０
円
）

申
込
期
間

＊＊＊

／
５
月
８
日（
木
）～
22
日（
木
）

申
込
方
法

＊＊＊

／
募
集
チ
ラ
シ
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
信
楽
中
央
公
民
館
ま
で

問
・
申
／
信
楽
中
央
公
民
館

☎
８
２

－

８
０
７
５　

８
２

－

２
４
６
３

�

平
成
26
年
度
地
域
交
流
事
業　
　
　
　

看
護
の
日
ま
つ
り

日
時

＊＊＊

／
5
月
17
日（
土
）12
時
45
分
～
16
時
20
分

場
所

＊＊＊

／
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
し
ろ
や
ま

内
容

＊＊＊

／
13
時
20
分
～　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

（
出
演
：
水
口
町
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
「
ｙ
ｏ
ｋ
ｋｏ
」、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン

ス
「
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
Ｂ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｃ

Ｋ
」、
城
山
中
学
校
吹
奏
楽
部
）

14
時
30
分
～　

特
別
講
演
「
勝
つ
た
め
に
私

が
し
て
き
た
こ
と
」（
講
師
：
市
ヶ
谷
廣
輝
教

諭（
元
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
五
輪
選
手
・
太
田
雄
貴

選
手
を
指
導
））

も
の
つ
く
り
、健
康
測
定
、無
料
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

他　
※
参
加
無
料

問
／
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
し
ろ
や
ま

☎
６
２

－

８
１
８
１　

６
２

－

８
２
３
２

�

催 

し 
event

ピ
ア
ノ
を
贈
ろ
う
！
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖｏ
ｌ
．５

～
母
へ
、
ふ
る
さ
と
へ
～

　
仙
台
近
隣
の
音
楽
家
が
震
災
の
瓦
礫
か
ら
再

生
し
た
楽
器
を
使
い
滋
賀
で
初
の
コ
ン
サ
ー
ト
。

日
時
／

＊＊＊

５
月
25
日（
日
）14
時
開
演

会
場

＊＊＊

／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

内
容

＊＊＊

／

第
１
部　
瓦
礫
か
ら
楽
器
に

第
２
部　
み
ん
な
で
歌
お
う
！　
お
母
さ
ん
の
歌

第
３
部　
音
楽
劇
「
鹿
深
の
途み

ち

」

入
場
料

＊＊＊

／
前
売　
１
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
当
日　
１
，２
０
０
円（
自
由
席
）

問
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

☎
６
２

－

2
6
2
6　

６
２

－

2
6
2
5

�

ふ
れ
あ
い
親
子
陶
芸
教
室

　
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
陶
器
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時

＊＊＊

／
５
月
24
日（
土
）10
時
～
12
時

場
所

＊＊＊

／
甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館

受
講
料

＊＊＊

／
大
人
・
中
学
生　
５
０
０
円　
小
学

生
以
下　
４
０
０
円（
材
料
費
を
含
む
）

定
員

＊＊＊

／
先
着
25
人　
※
要
申
込

問
・
申
／�

甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館（
月
火
休
館
・

10
時
～
17
時
）

☎
／

８
６

－

7
5
5
1

�

公
立
甲
賀
病
院
健
康
講
座

日
時

＊＊＊

／
５
月
17
日（
土
）14
時
～
15
時
30
分

場
所

＊＊＊

／
公
立
甲
賀
病
院
２
階
講
堂

内
容

＊＊＊

／
講
演
「
緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
～
緩
和
ケ

ア
病
棟
の
ご
紹
介
～
」

　

�

講
師　
緩
和
ケ
ア
内
科
部
長　
岡
垣
哲
弥

　
　
　
　
緩
和
ケ
ア
病
棟
師
長　
中
村
洋
美

定
員

＊＊＊

／
２
０
０
人　
※
参
加
無
料

問
・
申
／
公
立
甲
賀
病
院　
地
域
医
療
連
携
室

☎
６
２

－

０
２
３
４　

６
２

－

５
２
７
３

�

春
の
ふ
る
さ
と
散
策
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
時

＊＊＊

／
5
月
14
日
～
6
月
11
日
の
毎
週
水
曜

10
時
～
12
時（
５
コ
ー
ス
）

対
象

＊＊＊

／
市
内
在
住
18
歳
以
上
、
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
興
味
の
あ
る
方

内
容

＊＊＊

／
春
の
甲
賀
市
を
２
時
間
程
度
、
楽
し

く
健
康
的
に
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
ま
す

定
員

＊＊＊

／
20
人

参
加
料

＊＊＊

／
１
，３
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

申
込
締
切

＊＊＊

／
５
月
12
日（
月
）

※�

詳
細
は
各
体
育
館
に
あ
る
案
内
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
・
申
／
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
８
６

－

8
0
2
3　

８
６

－

8
3
8
0

�

夜
空
旅
人（
天
体
観
望
会
）

①
太
陽
系
の
仲
間
た
ち
～
惑
星
の
お
は
な
し
～

日
時

＊＊＊

／
5
月
10
日（
土
）19
時
30
分
～
21
時
30
分

内
容

＊＊＊

／
天
体
の
お
話
、
月
、
土
星
、
火
星
な

ど
の
観
望

申
込
締
切

＊＊＊

／
5
月
9
日（
金
）　
先
着
20
人

②
水
星
の
お
は
な
し

日
時

＊＊＊

／
5
月
24
日（
土
）19
時
30
分
～
21
時
30
分

内
容

＊＊＊

／
天
体
の
お
話
、
水
星
、
火
星
、
木
星

な
ど
の
観
望

申
込
締
切

＊＊＊

／
5
月
23
日（
金
）　
先
着
20
人

場
所

＊＊＊

／
①
②
と
も
、
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

※�

天
候
、
人
数
等
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
・
申
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎
８
８

－

４
１
０
０　

８
８

－

５
０
５
５

�

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森　
　
　
　
　
　

チ
ョ
ウ（
蝶
）の
調
査
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

日
時

＊＊＊

／
6
月
1
日（
日
）10
時
～
12
時

場
所

＊＊＊

／
自
然
館
前
に
集
合

対
象

＊＊＊

／
小
学
1
年
生
以
上（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員

＊＊＊

／
先
着
20
人　
※
参
加
無
料

申
込
締
切

＊＊＊

／
５
月
30
日（
金
）

持
ち
物

＊＊＊

／
野
外
用
の
服
装（
長
ソ
デ
・
長
ズ
ボ

ン
・
帽
子
）、
飲
み
物

※�

自
然
館
で
は
7
月
12
日（
土
）か
ら
チ
ョ
ウ
に
関

す
る
特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

問
・
申
／
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎
６
３

－

６
７
１
２　

６
３

－

０
４
６
６

�

小
原
流
滋
賀
支
部　
　
　
　
　
　
　
　

花
の
輪
・
人
の
輪　
み
ん
な
の
花
展

日
時

＊＊＊

／
5
月
17
日（
土
）・
18
日（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
17
時

場
所

＊＊＊

／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル　
展
示
室

※
入
場
無
料

問
・
申
／
花
展
地
区
担
当
者
宅

☎
８
８

－

４
４
２
３　

８
８

－

４
５
２
８

募 

集 
recruitm

ent

「
人
権
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」「
人

権
啓
発
講
師
団
養
成
講
座
」
受
講
生
募
集

　
人
権
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
と
は
、
人
権
問

題
に
つ
い
て
学
習
し
た
人
を
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

の
人
権
学
習
が
支
援
で
き
る
人
材
と
し
て
、
市

が
認
定
・
登
録
す
る
も
の
で
す
。

※�

今
年
度
は
、
過
年
度
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

修
了
者
等
を
対
象
と
し
た
「
人
権
啓
発
講
師

団
養
成
講
座
」
を
新
た
に
設
置
し
ま
す
。

日
時

＊＊＊

／
６
月
～
翌
年
２
月

場
所

＊＊＊

／
市
内
各
地

参
加
回
数

＊＊＊

／
６
回
以
上（
い
く
つ
か
の
講
座
か

ら
申
込
者
が
選
択
し
ま
す
。）

※�

人
権
啓
発
講
師
団
養
成
講
座
は
別
途
規
定

あ
り
。

内
容

＊＊＊

／
人
権
問
題
に
つ
い
て
幅
広
く
学
習
し
、

知
識
や
技
能
を
習
得
し
ま
す
。

定
員

＊＊＊

／
30
人
程
度　
※
参
加
無
料

申
込
締
切

＊＊＊

／
５
月
30
日（
金
）

問
・
申
／
人
権
推
進
課　
人
権
教
育
担
当

☎
６
５

－

０
６
９
３　

６
３

－

４
５
８
２

�

市
営
駐
車
場
の
利
用
者
募
集

受
付
期
間

＊＊＊

／
５
月
１
日（
木
）～
15
日（
木
）　

（
土
・
日
・
祝
を
除
く
９
時
～
17
時
）

使
用
開
始
日

＊＊＊

／
６
月
１
日（
日
）

● 

甲
賀
駅
南
駐
車
場　
12
区
画（
う
ち
軽
自
動
車

４
区
画
）

● 

甲
南
駅
前
自
動
車
駐
車
場　
３
区
画（
う
ち
２

区
画
は
身
体
障
が
い
者
用
）

利
用
料

＊＊＊

／
３
，０
０
０
円
／
月

※�

申
し
込
み
の
際
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
・
申
／
生
活
環
境
課

☎
６
５

－

０
６
８
６　

６
３

－

４
５
８
２

● 

油
日
駅
前
駐
車
場（
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
）

利
用
料

＊＊＊

／
３
，０
０
０
円
／
月

問
・
申
／
油
日
駅
を
守
る
会

☎
８
８

－

５
８
７
９

●  

甲
南
駅
前
駐
輪
場（
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

利
用
料

＊＊＊

／
自
転
車　
１
，５
０
０
円
／
月　
　

原
付　
１
，８
０
０
円
／
月

問
・
申
／
甲
南
駅
前
駐
輪
場

☎
８
６

－

０
５
９
０

（
受
付
時
間
／
６
時
15
分
～
９
時
15
分
、
13
時

～
14
時
、
18
時
30
分
～
20
時
30
分
）

�

病院・施設お迎え　もしも・・・の時に
甲賀斎苑ご利用でのご葬儀
　　　　　　　自宅ご葬儀も承ります

かふか（甲南・甲賀）セレモニーホール
（株）水口福祉社 TEL62-3055
本社　甲賀市水口町高塚8-1　FAX 62-3127

創業32年 まごころこめてお手伝い

滋賀ペット葬儀社
湖南市夏見　心塔

お迎え・火葬・納骨供養 年中無休
日本ペットランド

0120-46-1200
14平成 26年 5月1日15 平成 26年 5月1日



情報のまど
information

情報のまど
information

期
間

＊＊＊

／
５
月
19
日（
月
）～
５
月
24
日（
土
）

５
月
26
日（
月
）～
５
月
31
日（
土
）

問
／
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０

－

９
２
４

－

８
６
３（
24
時
間
受
付
）

�

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
の
た
め
の　
　
　

パ
ソ
コ
ン
教
室

日
時

＊＊＊

／
原
則
と
し
て
毎
週
金
、
土
曜
日

　

�

13
時
30
分
～
15
時
30
分（
セ
ン
タ
ー
の
諸
事
情

で
お
休
み
に
な
る
時
も
あ
り
ま
す
）

場
所

＊＊＊

／
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー 

あ
か
つ
き

内
容

＊＊＊

／
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
メ
ー
ル
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
礎

対
象

＊＊＊

／
甲
賀
市
・
湖
南
市
に
お
住
ま
い
の
障
が

い
を
お
持
ち
の
方（
種
別
不
問
）

※�

参
加
無
料
、自
宅
で
の
受
講
可（
必
ず
し
も

ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

問
／
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　
あ
か
つ
き

☎
６
５

－

４
６
４
１　

６
５

－

４
６
４
２

�

市
民
協
働
事
業
の
成
果
発
表
会
を
開
催

　
市
民
活
動
団
体
か
ら
企
画
提
案
さ
れ
た
事
業

を
提
案
団
体
と
市
が
協
働
で
行
う
、
市
民
協
働

事
業
の
成
果
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
し
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら

活
動
を
始
め
よ
う
と
お
考
え
の
方
、
活
動
に
興

味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

＊＊＊

／
５
月
29
日（
木
）19
時
～
21
時
30
分

場
所

＊＊＊

／
市
役
所
水
口
庁
舎
３
階　
第
２・３
会
議
室

問
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室

☎
６
５

－

０
６
８
７　

６
３

－

４
５
５
４

脂
肪
燃
焼
教
室（
信
楽
）参
加
者
募
集

日
時

＊＊＊

／
5
月
16
日（
金
）～
6
月
20
日（
金
）　

毎
週
金
曜
13
時
30
分
～
14
時
30
分　
全
6
回

場
所

＊＊＊

／
信
楽
中
学
校
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

内
容

＊＊＊

／
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
使
っ
た
運
動
メ

ニュ
ー
を
提
供
し
ま
す
。

定
員

＊＊＊

／
6
人

締
切

＊＊＊

／
5
月
14
日（
水
）　

定
員
に
な
り
次
第

締
切
り

参
加
費

＊＊＊

／
1
，5
0
0
円（
保
険
代
含
む
）

問
・
申
／
信
楽
体
育
館

☎
／

８
２

－

0
9
3
4

�

遊
陶
里
カ
レ
ッ
ジ
受
講
者
募
集

●
生
き
い
き
講
座（
全
10
回
）

対
象

＊＊＊

／
成
人
20
人　
受
講
料
１
，０
０
０
円

●
海
外
旅
行
に
役
立
つ
英
会
話
講
座（
全
12
回
）

対
象

＊＊＊

／
成
人
15
人　
受
講
料
２
，０
０
０
円

●
遊
学
舎
物
づ
く
り
夢
工
房（
全
５
回
）

対
象

＊＊＊

／
小
学
１
年
生
～
３
年
生　

定
員
20
人

受
講
料
５
０
０
円

申
込
期
間

＊＊＊

／
５
月
13
日（
火
）～
24
日（
土
）

　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

問
・
申
／
信
楽
中
央
公
民
館

☎
８
２

－

８
０
７
５　

８
２

－

２
４
６
３

�

正
規
職
員
採
用
の
お
知
ら
せ

募
集
職
種

＊＊＊

／
一
級
建
築
士
・
土
木
施
工
管
理

技
士
・
保
健
師　
各
1
人

試
験
日
時

＊＊＊

／
平
成
26
年
6
月
1
日（
日
）

採
用
予
定
日

＊＊＊

／
平
成
26
年
7
月
1
日（
火
）

受
付
期
間

＊＊＊

／
５
月
20
日（
火
）ま
で
の
執
務
時

間
中（
8
時
30
分
～
17
時
15
分
）

問
・
申
／
職
員
課　
人
事
係

☎
６
５

－

０
６
６
９　

６
３

－

４
５
６
１

�

健
康
づ
く
り
体
操
教
室

日
時

＊＊＊

／
５
月
29
日（
木
）～
７
月
３
日（
木
）

毎
週
木
曜
日
、
全
６
回
、
10
時
～
11
時
30
分

場
所

＊＊＊

／
水
口
体
育
館

指
導
者

＊＊＊

／
中
原
今
日
子（
健
康
運
動
指
導
士
）

内
容

＊＊＊

／
ミ
ニ
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
お
腹
回
り
の
脂
肪

燃
焼
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
操
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

対
象

＊＊＊

／
健
康
管
理
に
運
動
を
し
た
い
方
、
運

動
不
足
を
解
消
し
た
い
方

定
員

＊＊＊

／
30
人

申
込
締
切

＊＊＊

／
５
月
27
日（
火
）

参
加
費

＊＊＊

／
１
，５
０
０
円

問
・
申
／
水
口
体
育
館

☎
／

６
２

－

９
５
８
９

お
し
ら
せ 

notification

名
神
集
中
工
事
実
施
の
お
知
ら
せ

　
名
神
高
速
道
路
吹
田
Ｉ
Ｃ
か
ら
東
名
春
日
井

Ｉ
Ｃ
の
間
、
集
中
工
事
実
施
に
よ
る
渋
滞
発
生

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
期
間
中
の
お
で
か
け
日

程
の
調
整
や
、
公
共
交
通
機
関
の
ご
利
用
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

相
談
〈
５
月
〉  

talk

税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談

日
時

＊＊＊

／
5
月
14
日（
水
）13
時
30
分
～
16
時
30
分

（
受
付
16
時
ま
で
）

場
所

＊＊＊

／
水
口
納
税
協
会
3
階
会
議
室

定
員

＊＊＊

／
予
約
制
で
先
着
6
人（
1
人
約
30
分
）

※
相
談
無
料

問
・
申
／
水
口
納
税
協
会

☎
６
２

－

１
１
５
１　

６
３

－

０
１
７
３

�

信
楽
中
央
病
院　
健
康
塾

　
生
活
習
慣
病
の
原
因
や
病
状
、
予
防
に
つ
い
て

学
べ
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
血
圧
・
血
糖
・
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
気
に
な
る
方
は
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

＊＊＊

／
5
月
21
日（
水
）14
時
～
16
時

場
所

＊＊＊

／
信
楽
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

内
容

＊＊＊

／
講
座（
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
）、
血
糖

測
定
、
健
康
食
品
の
試
食
な
ど

定
員

＊＊＊

／
約
20
人（
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。）

※
参
加
無
料

問
・
申
／
信
楽
中
央
病
院

☎
８
２

－
０
２
４
９　

８
２

－

３
０
６
０

広報 平成26年度
広告主募集

・掲 載 料　１号１枠 25,000円／月 ※長期割有
・発行部数　35,100部 ※詳細は市ホームページまで

問・申/広報課　☎65-0675 ／ 63-4619

　
甲
賀
市
内
の
企
業
・
事
業
所
に
新
し

く
就
職
さ
れ
た
方
を
対
象
に
社
会
人
と

し
て
の
記
念
す
べ
き
門
出
を
祝
う
激
励

会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
５
月
28
日（
水
）14
時
～

　
　
　
　
（
13
時
30
分
～
受
付
）

◆
場
所
／
忍
の
里
プ
ラ
ラ
多
目
的
ホ
ー
ル

◆
対
象
／�

甲
賀
市
内
の
企
業
・
事
業
所
に

今
春
初
め
て
就
職
さ
れ
た
方

◆
講
演
／
人
権
ラ
イ
ブ

◆
講
師
／�

一
途（
兄
妹
の
３
人
で
結
成
さ

れ
た
絆
の
大
切
さ
・
夢
の
叶

え
方
を
伝
え
る
音
楽
バ
ン
ド
）

◆
申
込
方
法
／�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
所
定

の
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
F
A
X
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切
／
５
月
19
日（
月
）

新
就
職
者
激
励
会

問
い
合
わ
せ

商工政策課　労政係
☎ 65‐0710／ 63‐4087

甲賀市民スタジアム　５月　利用予定

日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等 主催者 対象者

３ 土 9：00～17:00 第31回全日本少年軟式野球大会
県予選大会 滋賀県軟式野球連盟 中学生

（軟式野球）

４ 日 9：00～15:00 第31回全日本少年軟式野球大会
県予選大会 滋賀県軟式野球連盟 中学生

（軟式野球）

10 土 8:30～17:00 中部日本選抜軟式野球大会
甲賀地区予選

軟式野球連盟甲賀地区少年
の部（第４ブロック）

中学生
（軟式野球）

11 日 8:30～15:00 国民体育大会軟式野球競技地区
予選

滋賀県軟式野球連盟　
甲賀地区

一般
（軟式野球）

12･19･
24･25･
31

月･土･
日 8:30～18:00 平成26年度春季リーグ戦

（12日・19日予備日） 京滋大学野球連盟 大学生
（硬式野球）

18 日 8:30～15:00 天皇杯全国軟式野球大会地区
予選

滋賀県軟式野球連盟
甲賀地区

一般
（軟式野球）

22・23 木･金 8:30～17:00 春季総合体育大会 滋賀県中学校体育連盟
（第４ブロック）

中学生
（軟式野球）

多目的グラウンド　５月　利用予定

日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等 主催者 対象者

3・4 土･日 8:30～18:00 第32回貴生川招待少年
サッカー大会

貴生川サッカー
スポーツ少年団

小学生
（サッカー）

5・6 月・火 9：00～17:00 クラブユース選手権大会 （公社）滋賀県サッカー
協会

中学生
（サッカー）

11 日 9：00～17:00 滋賀県社会人リーグ 社会人連盟 一般
（サッカー）

14・16 水・金 9：00～17:00 いきいきグラウンド･ゴルフ大会
（16日予備日）

甲賀市グラウンド･
ゴルフ協会

一般
（グラウンド･ゴルフ）

17 土 8:30～17:00 春季高校総体サッカー競技 滋賀県高体連、
（公社）滋賀県サッカー協会

高校生
（サッカー）

18・20 日・火 9：00～16:00 県民体育大会予選グラウンド･
ゴルフ大会（20日予備日）

甲賀市体育協会、
市グラウンド・ゴルフ協会

一般
（グラウン・ドゴルフ）

22・23 木･金 8:30～17:00 県中学校春季総合体育大会 中学校体育連盟サッ
カー専門部

中学生
（サッカー）

24 土 8:30～17:30 春季高校総体サッカー競技 滋賀県高体連、
（公社）滋賀県サッカー協会

高校生
（サッカー）

28 水 10:00～12:20 グリーンシャワー（全校遠足） 水口小学校 小学生
（全校遠足）

31 土 9：00～17:00 春季高校総体サッカー競技 滋賀県高体連、
公社滋賀県サッカー協会

高校生
（サッカー）

陸上競技場　５月　利用予定

日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等 主催者 対象者
３・５・
６・10・
11・17・
24

土・日
月・火 9：00～16:00 甲賀市陸協・マスターズ交流練

習会（共用使用） 甲賀市陸上競技協会 一般
（陸上）

４ 日 8:30～17:00 第2回　50mダッシュ王選手権
大会

NPO滋賀マスターズ陸連
滋賀マスターズ陸協連　滋賀陸協

一般
（陸上）

18 日 8:30～17:00 甲賀市陸上競技大会
小学生記録会　審判記録会 甲賀市陸上競技協会 小学生

（陸上）

25 日 9：00～17:00
関西社会人リーグ
レイジェント滋賀　VS　大阪FC
キックオフ　13：00

関西サッカー連盟
入場料　無料

関西サッカーリーグ
（サッカー）

31 土 8:30～17:00
JFLリーグ戦
Mi-oびわこ滋賀　VS　ヴァンラーレ八戸
キックオフ　13:00

Mioびわこ滋賀
入場料　一般　1,000円
小・中・高校生　500円

JFL
（サッカー）

水口スポーツの森へ行こう ５月の催し

●年間予約に供しない一般利用者のための確保日（８月分）のお知らせ
　・野球場（市民スタジアム）……16日（土）　・多目的グラウンド……………９日（土）･16日（土）
８月分の利用申し込み締切日：５月27日（火）　※抽選日：６月１日（日）
問／水口スポーツの森　☎ 62‐7529

16平成 26年 5月1日17 平成 26年 5月1日



伊賀市 甲賀市 亀山市

vol.41

分
譲
宅
地
情
報

ゆ
と
り
あ
る
落
ち
つ
い
た
住
空
間

油
日
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

分
譲
中
！！

広
さ
は
ゆ
っ
た
り　

86.36

～
111.62

坪

■
売
主
／
甲
賀
市

■
地
目
／
宅
地

■
分
譲
地
／
甲
賀
町
鹿
深
台
１
８
０
番
４
ほ
か

■
分
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◦
甲
賀
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km（
徒
歩
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分
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（
甲
賀
町
鹿
深
台
）

１１
区
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／
全
１３９
区
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だんじり会館亀山市歴史博物館

～迫力満点の映像で伊賀を体験～～企画展や講座を随時開催！～

　だんじり会館では、上野天神祭で巡行するだん
じりを３基と鬼行列の様子などを展示しています。
　今年の３月にスクリーン映像がリニューアルし
ました。新しい映像では、上野天神祭をはじめと
する市内の地域観光資源を芭蕉さんが紹介してお
り、ハイビジョンの臨場感あふれる映像と音響で
体感していただけます。
　だんじり会館周辺では伊賀上野城や伊賀流忍者
博物館など、名所旧跡がたくさんあり、１日楽し
むことができます。
　また市街地では５月６日（火・振休）まで伊賀上野
NINJAフェスタを開催しており、忍者に変身して
忍者道場で忍者修業ができます。ぜひ伊賀の城下
町を散策してみてください。

ところ　伊賀市上野丸之内122-4
アクセス　伊賀鉄道上野市駅下車徒歩約５分
問合先　伊賀市観光戦略課　☎0595-22-9670

　亀山市を訪れる方々や市民に親しまれている亀
山市歴史博物館。常設展示室では、古文書や民具、
亀山城主や家臣ゆかりの武具甲冑、亀山城下町模
型などを展示しています。また、6月22日（日）まで、
江戸時代の絵図から当時の地域の全体像や歴史を
探る第22回企画展「絵図から発見！地域の歴史」を
開催します。

ところ　亀山市若山町7-30
開館時間　午前９時～午後５時
　　　　（入館は午後４時30分まで）
休館日　�火曜日（祝日の場合はその翌日）
　　　　年末年始、展示替えによる臨時休館あり
常設展示観覧料　一般：200円
　　　　　　　　児童・生徒・学生：100円（企画展は無料）
アクセス　�東名阪自動車道「亀山IC」より亀山方面へ

約10分
問合先　亀山市歴史博物館　☎0595-83-3000
U R L　http://kameyamarekihaku.jp/

亀山市 伊賀市
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今
年
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天
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に
恵
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れ
た
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で
、
桜

の
見
頃
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長
く
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し
た
。

　

市
内
各
地
で
開
催
さ
れ
た
桜
祭
り
や
お
花

見
な
ど
も
盛
況
で
、
カ
メ
ラ
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

越
し
に
桜
花
爛
漫
を
満
喫
す
る
人
た
ち
の
笑

顔
を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
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「
三
日
見
ぬ
間
の
桜
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ

が
あ
り
ま
す
。
世
の
中
の
移
り
変
わ
り
の
早

さ
を
桜
の
花
に
例
え
た
も
の
で
、
江
戸
時
代

の
俳
人
・
大お

お

島し

ま

蓼り
ょ
う
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の
句
に
由
来
す
る
そ
う

で
す
。

　

広
報
あ
い
こ
う
か
、
行
政
情
報
番
組
「
き

ら
め
き
こ
う
か
」
も
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し

て
早
や
１
カ
月
。「
三
日
見
ぬ
…
」ど
こ
ろ
か
、

葉
桜
か
ら
新
緑
へ
と
移
り
ゆ
く
季
節
に
取
り

残
さ
れ
な
い
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

熊

編集・発行
●甲賀市役所
　〒528-8502�甲賀市水口町水口6053番地
　☎0748－65－0650　 0748－63－4554
●甲南庁舎（甲賀市甲南町野田810番地）
◯上下水道部
　☎0748－86－8000　 0748－86－8032
◯教育委員会
　☎0748－86－8002　 0748－86－8380
●市民窓口センター（甲賀市水口町水口6053番地）
　☎0748－62－1621　 0748－63－4086

●土山地域市民センター（甲賀市土山町北土山1715番地）
　☎0748－66－1101　 0748－66－1564
●甲賀大原地域市民センター（甲賀市甲賀町相模173番地４）
　☎0748－88－4101　 0748－88－3104
●甲南第一地域市民センター（甲賀市甲南町野田810番地）
　☎0748－86－4161　 0748－86－8029
●信楽地域市民センター（甲賀市信楽町長野1203番地）
　☎0748－82－1121　 0748－82－3415
※�上記4つの地域市民センターは、旧支所の地域市民センターで、従来の
　支所機能を有します。

業務時間／8時30分〜17時15分（窓口延長日を除く）

18平成 26年 5月1日19 平成 26年 5月1日



「広報あいこうか」がホームページでも
ご覧いただけます！
甲賀市ホームページ
http://www.city.koka.lg.jp/
甲賀市facebook�ページ
http://www.facebook.com/city.koka

（facebookのQRコード）

行政情報番組「きらめきこうか」
市政情報や地域の催しなどを放映してい
ますので、ぜひご覧ください。（※あいコム
こうか光テレビの有料契約が必要となります）

甲賀市の人口の推移

総数 93,154 （-134）人

男 46,267 （-81）人

女 46,887 （-53）人

世帯数 33,551 （+77）世帯

H26.3.31 現在　（ ）内は前月比

5 月の延長窓口は
13 日、20 日、27 日です。
　毎週火曜日は市民課および旧支所である地域市民
センターで、戸籍・住民票・税関係などの証明書発行
等を夜の７時まで延長しています。
※�ただし、延長窓口ではお受けできない業務が
ありますので、対応できる内容については下
記までお問い合わせください。

問い合わせ　市民課　戸籍住民係
☎ 65‐0683 65‐6338

広
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「シャーロットがいた夏」
雲井小学校５年生

森
もり

定
さ だ

　夏
な つ

彦
ひ こ

さん

「お気に入りの靴」
甲賀中学校３年生

山
やま

中
な か

　悠
ゆ

真
み

さん

「
ク
ィ
ー
ル
、
サ
ス
ケ
を
わ
た
す
な
！！
」

佐
山
小
学
校
４
年
生

藤ふ
じ

橋は
し　
優ゆ

来ら

さ
ん

問い合わせ ： 広報課　☎65‐0675／ 63‐4619

私の「であい・こうか八景」
「であい・こうか八景」をテーマとしたフォトコンテストに
ご応募いただいた作品を紹介します。

※現在第２期【５月３０日（金）まで】を募集中。
　詳しくは市ホームページをご覧ください。

東
あずま

　和
か ず

次
つ ぐ

さん（水口町）［撮影場所：信楽高原鐵道勅旨駅付近］
滝
た き

野
の

　広
ひ ろ

樹
き

さん（水口町）［撮影場所：信楽］
【優秀賞】甲賀のにぎわい「たぬきがいっぱい！」

【優秀賞】豊かな田園「ローカル列車が行く」




